
■
補
論

『
能
勢
家
文
書
』
と
『
能
勢
氏
系
図
』

は
じ
め
に

真
如
寺
の
所
蔵
に
か
か
る
『
能
勢
家
文
書
』
二
巻
は
、
清
和
源
氏
の
一
流
で
、
摂
津
国
能

勢
郡
を
本
拠
地
と
し
て
い
た
能
勢
氏
が
、
鎌
倉
時
代
か
ら
戦
国
時
代
に
か
け
て
受
け
取
っ
た

文
書
三
十
六
通
（
本
紙
と
別
扱
い
に
な
っ
て
い
る
封
紙
七
点
を
含
め
る
と
四
十
三
点
）
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
る
武
家
文
書
群
で
あ
る
。
た
だ
し
、
第
一
巻
（
一
～
八
、
本
書
に
お
け
る
文
書
番
号
を
ゴ

チ
ッ
ク
体
の
漢
数
字
で
示
す
。
以
下
、
同
じ
）
と
第
二
巻
（
九
～
四
三
）
と
は
、
い
さ
か
さ
性
格
を

異
に
し
て
い
る
よ
う
だ
。

す
な
わ
ち
、
第
一
巻
は
、
鎌
倉
幕
府
の
も
と
で
在
京
御
家
人
と
し
て
活
動
し
、
室
町
幕
府
の

も
と
で
は
奉
公
衆
に
属
し
た
幕
府
直
臣
の
家
に
残
さ
れ
た
文
書
群
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
第

二
巻
は
、
応
仁
・
文
明
の
乱
以
後
に
顕
著
な
活
動
を
み
せ
る
細
川
京
兆
家
（
管
領
家
、
摂
津
守

護
で
も
あ
る
）
の
被
官
の
家
に
残
さ
れ
た
文
書
群
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

同
時
代
の
諸
史
料
を
見
て
み
る
と
、
応
仁
・
文
明
の
乱
以
後
、
室
町
幕
府
奉
公
衆
能

（

）

勢
氏
と

細
川
京
兆
家
被
官
能
勢
氏
と
は
、
別
個
の
家
と
し
て
併
存
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
つ

ま
り
、
こ
の
二
つ
の
家
は
直
線
的
に
接
続
す
る
も
の
で
は
あ
り
え
ず
、
応
仁
・
文
明
の
乱
を

契
機
と
し
て
、
幕
府
奉
公
衆
の
家
が
細
川
京
兆
家
被
官
の
家
に
転
身
し
た
と
み
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
お
そ
ら
く
は
、
室
町
時
代
中
期
に
前
者
か
ら
後
者
が
分
立
し
の
で
あ

（

）

ろ
う
。
と
は

い
え
、
双
方
の
文
書
が
一
緒
に
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
中
近
世
移
行
期
の
社
会

変
動
の
な
か
で
、
最
終
的
に
前
者
は
後
者
に
吸
収
さ
れ
て
し
ま
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

右
に
掲
げ
た
事
実
に
か
ん
が
み
る
と
、『
能
勢
家
文
書
』
の
性
格
を
明
確
に
し
、
史
料
と
し

て
十
全
に
活
用
す
る
た
め
に
は
、
能
勢
氏
の
系
譜
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
不

可
欠
だ
と
い
え
る
。

『
能
勢
家
文
書
』
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
そ
の
大
半
が
、
国
立
公
文
書
館
の
所
蔵

に
か
か
る
『
記
録
御
用
所
本
古

（

）

文
書
』
と
い
う
江
戸
時
代
の
写
本
に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
は
い

た
。
け
れ
ど
も
、
全
貌
を
、
し
か
も
原
本
に
就
い
て
明
ら
か
に
し
た
の
は
、
本
冊
子
が
は
じ
め

て
だ
と
い
っ
て
よ
い
。
従
来
、
能
勢
氏
に
対
す
る
関
心
は
、
必
ず
し
も
高
い
も
の
で
は
な
く
、

ま
と
ま
っ
た
研
究
に
も
乏
し
か
っ
た
。
そ
の
理
由
の
一
半
は
、
家
伝
文
書
の
原
本
の
存
在
が
知

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
に
違
い
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
、
全
貌
が
明
ら
か
に
な
っ
た

『
能
勢
家
文
書
』
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
能
勢
氏
の
系
譜
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
は
、
喫

緊
の
課
題
な
の
で
あ
る
。

能
勢
氏
の
系
譜
に
つ
い
て
は
、『
尊
卑
分
脈
』
に
南
北
朝
時
代
ま
で
の
系
譜
が
見
え
て
い
る

も
の
の
、
室
町
時
代
以
降
に
つ
い
て
は
、『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
収
め
ら
れ
た
江
戸
幕
府
の

旗
本
能
勢
氏
の
系
譜
が
参
看
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
鎌
倉
時
代
中
後
期
か
ら

南
北
朝
時
代
ま
で
の
能
勢
氏
の
系
譜
に
つ
い
て
、『
尊
卑
分
脈
』
と
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
の

伝
え
る
と
こ
ろ
は
、
同
じ
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、『
尊
卑
分
脈
』
に
記
載
が
な
い
室
町
時
代
の

能
勢
氏
の
歴
代
に
つ
い
て
、
同
時
代
の
諸
史
料
に
見
え
る
人
名
と
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
見

え
る
人
名
と
を
比
べ
て
み
る
と
、
通
称
や
官
途
が
一
致
す
る
場
合
で
も
実
名
が
異
な
る
こ
と

が
あ
る
。
こ
と
を
中
世
に
限
れ
ば
、『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
見
え
る
能
勢
氏
の
系
譜
は
、
全

面
的
に
信
用
を
お
く
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

江
戸
幕
府
の
旗
本
能
勢
氏
と
は
、『
能
勢
家
文
書
』
二
巻
を
伝
え
た
家
に
他
な
ら
な
い
。
そ

の
た
め
、『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
み
え
る
江
戸
時
代
以
前
の
同
氏
の
系
譜
の
内
容
は
、『
能
勢

家
文
書
』
二
巻
と
一
具
で
伝
わ
っ
て
い
る
附
『
能
勢
氏
系
図
』
一
巻
を
簡
略
化
し
た
も
の
と
み

て
大
過
な
い
。
こ
の
『
能
勢
氏
系
図
』
は
、『
能
勢
家
文
書
』
三
十
六
通
の
う
ち
二
十
七
通
を

引
載
し
て
お
り
、『
能
勢
家
文
書
』
と
密
接
な
関
係
の
も
と
に
成
立
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ



る
。　　
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
『
能
勢
氏
系
図
』
に
つ
い
て
の
史
料
批
判
を
試
み
る
こ
と
で
、
今

後
の
能
勢
氏
に
関
す
る
基
礎
的
な
研
究
課
題
を
明
確
化
す
る
と
と
も
に
、『
能
勢
家
文
書
』
を

理
解
す
る
た
め
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
期
し
た
い
と
思
う
。

　

一

『
能
勢
家
文
書
』
か
ら
復
元
さ
れ
た
歴
代

ま
ず
は
、『
能
勢
氏
系
図
』
お
よ
び
『
尊
卑
分
脈
』
に
つ
い
て
、
大
雑
把
に
記
載
を
比
べ
て

み
よ
う
。
清
和
天
皇
か
ら
能
勢
氏
の
初
代
と
目
さ
れ
る
国
基
ま
で
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
以
降

も
、
国
基
―
国
能
―
保
頼
―
頼
定
―
頼
仲
―
長
頼
と
い
う
六
代
に
つ
い
て
は
、
両
者
の
記
載

は
一
致
す
る
と
い
っ
て
よ
い
。
と
こ
ろ
が
、
長
頼
以
後
は
大
き
く
異
な
っ
て
く
る
。
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光
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仲
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『
能
勢
氏
系
図
』
は
、
長
頼
の
あ
と
、
頼
任
―
頼
連
―
頼
澄
と
家
督
が
継
承
さ
れ
た
と
し

て
い
る
の
に
対
し
、
『
尊
卑
分
脈
』
（
右
の
抄
出
を
参
照
）
に
は
、
長
頼
の
子
と
し
て
長
家
一
人

だ
け
が
載
せ
ら
れ
、
頼
任
の
名
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
頼
連
の
名
も
、
保
頼

―
頼
定
―
頼
仲
―
長
頼
と
は
別
系
統
の
家
に
見
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
長
家
の
あ
と
は
、
長

家
―
円
空
―
頼
兼
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
ま
ず
注
目
し
た
い
の
が
、『
尊
卑
分
脈
』
が
長

頼
の
曾
孫
頼
兼
に　　
判
官
代
太
郎
と
傍
書
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

六
観
応
三
年
（
一
三
五
二
）
三
月
八
日
足
利
義
詮
御
判
御
教
書
は
、
能
勢
判
官
代
太
郎
に
対

し
て
、
父
蓮
阿
跡
の
本
知
行
地
を
安
堵
し
た
文
書
で
あ
る
。『
能
勢
氏
系
図
』
は
、
こ
の
文
書

を
頼
澄
の
名
の
も
と
に
掲
げ
て
お
り
、
判
官
代
太
郎
す
な
わ
ち
頼
澄
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
一

方
、『
森
本
弌
氏
所
蔵
文
書
』
所
収
文
和
五
年
（
一
三
五
六
）
正
月
日
能
勢
頼
兼
軍
忠
状
写
（『
能

勢
町
史
』
三
、
史
料
編
、
五
三
頁
）
の
書
き
出
し
に
は
、
「
多
田
院
御
家
人
能
勢
判
官
代
太
郎
頼

兼
言
上
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
通
の
文
書
の
間
は
、
わ
ず
か
四
年
に
過
ぎ
ず
、『
尊
卑

分
脈
』
の
記
載
も
参
看
す
る
な
ら
ば
、
六
の
充
所
能
勢
判
官
代
太
郎
と
は
頼
兼
の
こ
と
だ
と

み
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
『
能
勢
氏
系
図
』
に
は
頼
兼
の
名
は
見
え
て
い
な
い
。
で
は
、

『
能
勢
氏
系
図
』
は
、
判
官
代
太
郎
を
な
ぜ
頼
澄
に
充
て
た
の
だ
ろ
う
か
。

『
能
勢
氏
系
図
』
は
、
頼
澄
の
子
と
し
て
、
た
だ
ひ
と
り
頼
時
を
掲
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、

こ
の
頼
時
に
つ
い
て
「
太
郎
、
下
野
守
、
応
永
十
五
年
、
受
頼
澄
之
譲
、
相
続
家
督
、
実
頼
澄

之
孫
也
、」
と
い
う
注
記
を
載
せ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
頼
時
は
本
当
は
頼
澄
の
孫
で
あ
る
が
、

応
永
十
五
年
に
子
と
し
て
家
督
を
継
承
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
記
載
の
あ
り
よ
う
は
、

能
勢
太
郎
頼
時
に
充
て
ら
れ
た
七
応
永
十
七
年
（
一
四
一
〇
）
二
月
二
十
三
日
足
利
義
持
御
判

御
教
書
に
、「
早
任
祖
父
下
野
守
頼
澄
法
師
法
名

常
存
、

去
々
年
八
月
十
二
日
譲
状
」
と
あ
る
こ
と
と

無
関
係
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
御
判
御
教
書
は
、
将
軍
足
利
義
持
が
、
応
永
十
五
年
に
祖
父
頼
澄
か
ら
譲
与
を
う
け

た
所
領
を
、「
能
勢
太
郎
頼
時
」
に
安
堵
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、『
能
勢
氏
系
図
』

の
頼
時
に
関
す
る
記
載
は
、
下
野
守
と
い
う
官
途
を
除
け
ば
、
す
べ
て
こ
の
一
通
の
文
書
か

ら
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
下
野
守
の
官
途
は
、
前
代
の
頼
澄
お
よ
び
後
代
の
之
頼
が
こ

れ
を
帯
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
類
推
し
て
付
け
加
え
た
可
能
性
が
高
い
。

だ
と
す
れ
ば
、『
能
勢
氏
系
図
』
に
お
け
る
頼
時
の
記
載
は
、
先
行
す
る
系
図
が
存
在
し
て

い
な
く
て
も
、『
能
勢
家
文
書
』
か
ら
遡
及
的
に
作
成
す
る
こ
と
が
可
能
な
も
の
ば
か
り
だ
と



い
え
る
。　　
頼
澄
と
頼
時
と
の
間
に
位
置
す
る
頼
時
の
父
に
つ
い
て
一
切
の
記
載
が
な
い
こ
と

も
、
同
様
の
経
緯
を
想
定
す
る
こ
と
で
説
明
で
き
る
だ
ろ
う
。

右
の
検
討
結
果
を
一
般
化
す
る
な
ら
ば
、『
能
勢
氏
系
図
』
は
、『
能
勢
家
文
書
』
を
編
纂
の

材
料
と
し
て
利
用
し
た
と
い
う
に
と
ど
ま
ら
ず
、
系
譜
の
根
幹
と
い
う
べ
き
歴
代
の
相
承
関

係
に
い
た
る
ま
で
、『
能
勢
家
文
書
』
を
材
料
と
し
て
復
元
し
た
部
分
を
含
ん
で
い
る
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
く
る
。

そ
の
よ
う
な
観
点
を
も
っ
て
見
直
し
て
み
る
と
、『
尊
卑
分
脈
』
と
記
載
が
異
な
っ
て
い
る

鎌
倉
時
代
中
期
の
頼
任
か
ら
は
じ
ま
り
、
室
町
時
代
中
期
の
元
頼
に
至
る
歴
代
は
、
い
ず
れ

も
そ
の
実
名
を
『
能
勢
家
文
書
』
の
な
か
に
見
出
せ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

頼
任
・
頼
連
は
五
に
、
頼
澄
・
頼
時
は
七
に
、
之
頼
・
元
頼
は
八
に
見
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

鎌
倉
時
代
中
期
か
ら
室
町
時
代
中
期
ま
で
の
歴
代
が
六
人
と
い
う
数
は
い
か
に
も
少
な
い
が
、

『
能
勢
家
文
書
』
に
よ
っ
て
存
在
が
確
認
で
き
る
実
名
だ
け
を
直
線
的
に
並
べ
て
復
元
し
た
系

譜
な
の
だ
と
考
え
れ
ば
理
解
で
き
よ
う
。

こ
こ
ま
で
み
て
き
た
と
こ
ろ
か
ら
、『
能
勢
氏
系
図
』
が
六
の
充
所
能
勢
判
官
代
太
郎
に
頼

澄
を
充
て
た
の
は
、
『
能
勢
家
文
書
』
に
見
え
る
名
前
の
な
か
で
、
「
判
官
代
太
郎
」
と
い
う

呼
称
と
矛
盾
し
な
い
限
り
に
お
い
て
、
年
代
が
最
も
近
い
の
が
頼
澄
だ
っ
た
か
ら
だ
と
結
論

で
き
る
。
年
代
だ
け
か
ら
す
れ
ば
、
最
も
近
接
す
る
康
永
四
年
（
一
三
四
五
）
の
五
に
み
え

る
頼
連
は
、
そ
の
時
点
で
す
で
に
「
能
勢
判
官
代
頼
連
」
と
見
え
て
い
る
の
で
、
七
年
後
の

六
に
お
い
て
判
官
代
太
郎
と
呼
ば
れ
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

二

『
能
勢
氏
系
図
』
の
作
成
時
期

前
章
で
は
、『
能
勢
氏
系
図
』
の
示
す
歴
代
に
は
『
能
勢
家
文
書
』
を
材
料
と
し
て
復
元
し

た
部
分
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
す
る
と
、『
能
勢
氏
系
図
』
は
い
つ
ご
ろ
編
纂
さ
れ
た
も

の
な
の
か
、
と
い
う
問
題
が
浮
上
し
て
く
る
。
そ
こ
で
、
手
が
か
り
を
得
る
た
め
に
、『
能
勢

氏
系
図
』
以
外
に
能
勢
氏
の
系
図
を
収
め
る
史
料
を
さ
が
す
と
、　　
す
で
に
触
れ
た
も
の
を
含

め
、
以
下
の
六
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

①
『
尊
卑
分
脈
』
清
和
源
氏
頼
光
等
流

②
『
続
群
書
類
従
』
百
十
所
収
清
和
源
氏
系
図

③
『
系
図
纂
要
』
清
和
源
氏
二
一

④
『
浅
羽
本

（

）

系
図
』
五
所
収
能
勢
氏
系
図

⑤
『
寛
永
諸
家
系
図
伝
』
清
和
源
氏
頼
光
流

⑥
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
清
和
源
氏
頼
光
流

ま
ず
、
歴
代
に
関
す
る
相
異
の
有
無
な
ど
は
度
外
視
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
系
図
が
載
せ
て
い

る
上
限
お
よ
び
下
限
に
つ
い
て
、『
能
勢
氏
系
図
』
と
の
関
係
で
示
し
て
お
こ
う
。
な
お
、
以

下
の
記
述
に
お
い
て
名
前
の
直
前
の
算
用
数
字
は
、『
能
勢
氏
系
図
』
に
お
い
て
清
和
天
皇
を

初
代
と
し
て
数
え
た
場
合
の
世
代
数
を
示
し
て
い
る
。

①
は
、

満
仲
か
ら

頼
連
ま
た
は

頼
澄
に
相
当
す
る
頼
兼
ま
で
を
、
②
は
、

清
和

天
皇
か
ら

長
頼
ま
で
を
載
せ
て
お
り
、
南
北
朝
時
代
あ
る
い
は
鎌
倉
時
代
中
期
ま
で
の
記

載
し
か
な
い
。
③
は
、

国
直
か
ら

頼
次
に
至
り
、
そ
の
後
は
頼
次
の
子
市
十
郎
頼
永
か
ら

分
か
れ
た
別
家
の
系
譜
を
八
代
に
わ
た
っ
て
載
せ
て
お
り
、
江
戸
時
代
後
期
に
及
ん
で
い
る
。

④
は
、

清
和
天
皇
か
ら

頼
宗
ま
で
を
載
せ
て
お
り
、
江
戸
時
代
前
期
ま
で
の
記
載
が
あ

る
。
⑤
は
、

頼
勝
か
ら

頼
宗
ま
で
を
載
せ
て
お
り
、
記
載
は
室
町
時
代
後
期
か
ら
江
戸
時

代
前
期
ま
で
の
間
に
限
ら
れ
る
。
⑥
は
、

国
基
か
ら

頼
善
（
頼
器
の
初
名
）
ま
で
を
載
せ

て
お
り
、
『
能
勢
氏
系
図
』
の
下
限
と
一
致
し
て
い
る
。

六
点
の
う
ち
④
は
、
頼
宗
の
事
蹟
お
よ
び

頼
方
以
降
に
つ
い
て
記
載
が
存
在
し
な
い
ほ

か
、
書
式
や
文
言
に
若
干
の
相
異
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、『
能
勢
氏
系
図
』
と
ほ
と
ん
ど
同
一

書
だ
と
い
っ
て
よ
い
も
の
で
あ
る
。
彰
考
館
の
所
蔵
に
か
か
る
『
浅
羽
本
系
図
』
は
、
江
戸
時

代
前
期
に
幕
府
書
物
奉
行
を
つ
と
め
た
浅
羽
成
儀
（

～
一
六
八
七
）
が
書
写
蒐
集
し
た
系
図



を
原
型
と
し
、　　
そ
の
子
で
水
戸
藩
彰
考
館
に
出
仕
し
た
昌
儀
（
一
六
五
六
～
一
七
二
八
）
を
通
じ

て
転
写
さ
れ
た
も
の
だ
と

（

）

い
う
。
④
は
、
寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）
歿
の

頼
次
ま
で
の
記
述

は
詳
細
で
あ
る
が
、

頼
重
以
降
は
実
名
・
通
称
以
外
の
記
載
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
、
成

儀
の
書
写
蒐
集
に
か
か
る
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

た
だ
し
、
頼
重
の
卒
日
（『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
よ
れ
ば
慶
安
三
年
〔
一
六
五
〇
〕
三
月
二
日
）

を
載
せ
な
い
も
の
の
、

頼
宗
に
つ
い
て
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
十
一
月
十
五
日
と
い
う
卒

日
を
、
頼
重
の
弟
頼
永
の
子
頼
相
に
つ
い
て
も
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
七
月
と
い
う
年
記

（
お
そ
ら
く
死
歿
に
か
か
る
記
述
で
あ
ろ
う
が
、
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
は
同
十
年
十
二
月
二
十
七
日

卒
と
あ
る
）
を
載
せ
て
お
り
、
昌
儀
に
よ
っ
て
増
補
が
加
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

④
に
関
す
る
検
討
か
ら
す
る
と
、
④
お
よ
び
『
能
勢
氏
系
図
』
の

頼
重
ま
で
の
部
分
は
、

頼
次
が
歿
し
た
寛
永
三
年
か
ら
頼
重
の
歿
す
る
慶
安
三
年
ま
で
の
二
十
六
年
間
、
言
い
換

え
れ
ば
頼
重
が
当
主
で
あ
っ
た
時
期
に
、『
能
勢
家
文
書
』
を
参
照
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
系
図

（
以
下
、
「
能
勢
氏
系
図
」
と
呼
ぶ
）
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
よ
う
。
だ
と
す
れ
ば
、

寛
永
十
八
年
か
ら
同
二
十
年
に
か
け
て
、
幕
府
が
諸
家
か
ら
提
出
さ
れ
た
史
料
を
も
と
に
編

纂
し
た
『
寛
永
諸
家
系
図
伝
』
つ
ま
り
⑤
と
の
関
係
を
考
え
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

⑤
は
、
頼
勝
―
頼
明
―
頼
幸
―
頼
次
―
頼
重
―
頼
宗
の
六
代
し
か
載
せ
て
い
な
い
が
、
こ

の
歴
代
の
あ
り
よ
う
は
「
能
勢
氏
系
図
」
と
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
通
称
・
官
途
の

記
載
に
注
目
し
て
み
る
と
、
⑤
が

頼
勝
に
つ
い
て
十
郎
、

頼
明
に
つ
い
て
因
幡
守
と
だ

け
記
す
の
に
対
し
、「
能
勢
氏
系
図
」
が
頼
勝
に
つ
い
て
十
郎
・
源
次
郎
・
源
左
衛
門
尉
・
因

幡
守
、
頼
明
に
つ
い
て
源
五
郎
・
源
左
衛
門
尉
と
記
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
頼

明
に
関
す
る
記
載
の
相
異
か
ら
判
断
す
る
と
、
⑤
が
「
能
勢
氏
系
図
」
を
前
提
と
し
て
ま
と
め

ら
れ
た
も
の
だ
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
ま
い
。

⑤
の
原
型
を
幕
府
に
提
出
し
た
の
も
、「
能
勢
氏
系
図
」
を
作
成
し
た
の
も
、
同
じ
頼
重
で

あ
ろ
う
か
ら
、
⑤
の
原
型
を
提
出
し
た
で
あ
ろ
う
寛
永
十
八
年
に
は
「
能
勢
氏
系
図
」
は
存
在

し
て
い
な
か
っ
た
と
結
論
さ
れ
る
。　　
し
た
が
っ
て
、「
能
勢
氏
系
図
」
の
作
成
時
期
は
寛
永
十

八
年
か
ら
慶
安
三
年
ま
で
の
十
年
間
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
寛
永
十
八
年
に
幕
府
に

系
図
を
提
出
し
た
際
、
頼
重
は
自
分
よ
り
五
代
前
ま
で
の
系
図
し
か
所
持
し
て
い
な
か
っ
た

が
、
そ
の
死
歿
ま
で
に
「
能
勢
氏
系
図
」
の
作
成
を
果
た
し
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　

三

『
能
勢
氏
系
図
』
の
編
纂
材
料

前
章
で
は
、『
能
勢
氏
系
図
』
の
頼
重
ま
で
の
部
分
は
、
頼
重
が
寛
永
十
八
年
か
ら
慶
安
三

年
ま
で
の
十
年
間
に
作
成
し
た
も
の
だ
と
推
定
し
た
。
つ
ぎ
に
、
こ
の
系
図
が
ど
の
よ
う
な

史
料
を
材
料
に
編
纂
さ
れ
た
の
か
と
い
う
問
題
を
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

ま
ず
頼
重
の
手
許
に
あ
っ
た
材
料
と
し
て
は
、
⑤
『
寛
永
諸
家
系
図
伝
』
の
原
型
と
な
っ

た
頼
勝
以
降
の
系
図
お
よ
び
『
能
勢
家
文
書
』
が
あ
げ
ら
れ
る
。『
能
勢
氏
系
図
』
は
、
既
に

触
れ
た
よ
う
に
、『
能
勢
家
文
書
』
三
十
六
通
の
う
ち
の
二
十
七
通
を
引
載
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
そ
の
引
載
順
も
『
能
勢
家
文
書
』
二
巻
に
お
け
る
成
巻
の
順
序
と
ほ
と
ん
ど
一
致
す
る
。

お
そ
ら
く
、「
能
勢
氏
系
図
」
の
編
纂
と
『
能
勢
家
文
書
』
の
成
巻
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
時
期
に

行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
頼
勝
の
も
と
に
掲
げ
ら
れ
た
能
勢
十
郎
充
細
川
勝
元
感

状
は
、『
能
勢
家
文
書
』
の
な
か
に
現
存
し
て
い
な
い

（

）

の
で
、
頼
重
の
手
許
に
あ
っ
た
『
能
勢

家
文
書
』
は
、
現
存
す
る
も
の
よ
り
も
若
干
点
数
が
多
か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

先
述
の
と
お
り
、『
能
勢
氏
系
図
』
に
見
え
る
頼
任
―
頼
連
―
頼
澄
―
頼
時
―
之
頼
―
元
頼

と
い
う
鎌
倉
中
期
か
ら
室
町
中
期
に
至
る
歴
代
は
、『
能
勢
家
文
書
』
か
ら
復
元
し
た
も
の
だ

と
み
ら
れ
る
。
そ
れ
以
前
の
三
代
、
頼
定
―
頼
仲
―
長
頼
も
『
能
勢
家
文
書
』
か
ら
の
復
元

が
可
能
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、『
能
勢
氏
系
図
』
の
う
ち
、
⑤
の
原
型
と
な
っ
た
系
図
お
よ
び

『
能
勢
家
文
書
』
以
外
の
材
料
が
必
要
と
さ
れ
る
部
分
は
、
清
和
天
皇
か
ら
頼
定
に
至
る
歴
代
、

そ
し
て
之
頼
の
兄
弟
に
配
さ
れ
た
頼
弘
の
実
名
、
同
じ
く
之
頼
の
兄
弟
に
配
さ
れ
た
頼
則
、
お

よ
び
頼
弘
の
子
に
配
さ
れ
た
頼
勝
に
関
す
る
連
歌
の
事
蹟
で
あ
る
。



　　
清
和
天
皇
か
ら
長
頼
に
至
る
歴
代
に
つ
い
て
は
、
先
述
の
と
お
り
、『
尊
卑
分
脈
』
と
一
致

し
て
お
り
、
同
書
に
依
拠
し
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
な
お
、
②
『
続
群
書
類
従
』
百
十
所

収
清
和
源
氏
系
図
は
頼
定
の
父
を
重
綱
に
充
て
て
お
り
、『
能
勢
氏
系
図
』
と
は
一
致
し
な
い

と
こ
ろ
が
あ
る
。
一
方
、
頼
弘
に
つ
い
て
は
、
九
（
応
仁
元
年
〔
一
四
六
七
〕
）
七
月
廿
五
日

細
川
勝
元
感
状
と
『
応
仁
記
』
大
内
介
上
洛
之
事
に
「
此
合
戦
ノ
時
、
七
月
廿
五
日
、
細
川

方
ニ
ハ〔

能

〕

　
熊
野
勢
源
左
衛
門
尉
頼
弘
・
同
子〔

弥

次
〕

　
孫
五
郎
討
死
也
」
と
あ
る
こ
と
と
を
見
合
わ
せ
て

頼
弘
と
い
う
実
名
を
確
定
し
、
年
代
か
ら
判
断
し
て
之
頼
の
兄
弟
に
充
て
た
に
違
い
な
い
。

さ
ら
に
『
能
勢
氏
系
図
』
は
、
之
頼
の
兄
弟
と
し
て
、
い
ま
一
人
頼
則
を
載
せ
て
い
る
。
そ

の
事
蹟
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、『
新
撰
菟
玖
波
集
』
に
入
集
し
た
頼
則
の
付
句
二
句
、

お
よ
び
頼
則
が
催
し
た
千
句
連
歌
に
お
い
て
宗
祇
の
詠
ん
だ
発
句
一
句
で
あ
る
。
後
者
は
、
宗

祇
の
句
集
『
下
草
』
（
初
編
本
）
十
・
発
句
に
「
能
勢
頼
則
許
に
て
侍
し
千
句
に　

花
や
あ
ら
ぬ

お
も
ひ
か
へ
せ
は
世
々
の
春
」
と
見
え
て
い
る
こ
と
に
拠
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
し
て
、
こ
れ

も
年
代
に
よ
っ
て
之
頼
の
兄
弟
に
充
て
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
頼
勝
に
つ
い
て
も
、「
能

勢
因
幡
守
」
が
催
し
た
芥
川
城
に
お
け
る
連
歌
会
で
宗
長
の
詠
ん
だ
発
句
一
句
を
掲
げ
て
い

る
が
、
こ
れ
は
『
宇
津
山
記
』
に
拠
っ
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

以
上
か
ら
、『
能
勢
氏
系
図
』
は
、『
尊
卑
分
脈
』
に
見
え
る
能
勢
氏
の
系
譜
と
⑤
の
原
型
と

な
っ
た
系
図
と
の
あ
い
だ
に
つ
い
て
、『
能
勢
家
文
書
』
を
も
と
に
歴
代
の
復
元
を
行
う
と
と

も
に
、『
応
仁
記
』・『
新
撰
菟
玖
波
集
』・『
下
草
』・『
宇
津
山
記
』
な
ど
多
様
な
書
目
を
参
看

し
て
事
蹟
を
加
え
る
こ
と
で
作
成
さ
れ
た
も
の
だ
と
結
論
で
き
る
。

お
そ
ら
く
、
幕
府
に
よ
る
『
寛
永
諸
家
系
図
伝
』
の
編
纂
を
う
け
て
、
系
譜
に
対
す
る
関

心
の
た
か
ま
っ
た
こ
と
が
、
頼
重
に
よ
る
『
能
勢
氏
系
図
』
の
作
成
に
つ
な
が
っ
た
の
に
違
い

な
い
。『
能
勢
家
文
書
』
を
よ
く
読
み
こ
ん
で
い
る
う
え
、
多
様
な
書
目
を
活
用
し
て
つ
く
り

あ
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
作
成
し
た
の
は
頼
重
自
身
で
は
な
く
、
頼
重
に
依
頼
を
う

け
た
系
図
家
で
あ
っ
た
可
能
性
が
考
慮
さ
れ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　　
能
勢
氏
に
よ
る
系
図
の
作
成
と
い
う
観
点
か
ら
す
る
と
、
③
『
系
図
纂
要
』
に
載
せ
る
能
勢

氏
系
図
に
も
興
味
深
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
こ
の
系
図
は
、
先
述
の
と
お
り
、
頼
次
の
あ
と
は
、

頼
重
の
弟
頼
永
か
ら
分
か
れ
た
別
家
の
系
譜
だ
け
を
載
せ
て
い
る
。
こ
れ
を
作
成
し
た
の
は
、

頼
永
の
子
孫
だ
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

【
系
図
纂
要

能
勢
氏
】

　

本
国
光

国
基

能
世
蔵
人

国
康

能
勢
三
郎

頼
経

能
勢
蔵
人

清
経

能
世
判
官
代

国
能

能
勢
三
郎

基
直

田
尻
冠
者

能
勢
判
官
代

重
綱

田
尻

皇
后
宮
大
進

頼
基

左
衛
門
尉

広
経

判
官
代

頼
仲

右
衛
門
太
郎

時
家

判
官
代

時
直

判
官
代

頼
連

能
世
蔵
人

保
頼

能
勢
蔵
人
太
郎

上
西
門
院
蔵
人

皇
后
宮
大
進

頼
定

　

改
頼
綱

頼
広

能
勢
判
官
代

　

法
名
定
善

頼
仲

蔵
人

清
経

太
郎

判
官
代

長
頼

孫
太
郎

長
家

円
空

判
官
代
太
郎

頼
兼

蓮
阿
弥

頼
仲

信
乃
守

将
監

兵
庫
允

頼
景

伊
与
守

頼
経

左
将
監

経
衡

章
衡

宣
陽
門
院
蔵
人

仲
経

能
世

対
馬
守

高
行

判
官
代

安
房
守

高
重

安
房
太
郎

親
重

太
郎

判
官
代

頼
連

下
野
守

法
名
道
存

頼
澄

○

○

太
郎

頼
時

下
野
守

之
頼

孫
太
郎

元
頼

中
興摂

津
守

頼
次

市
十
郎

頼
永

（
下
略
）

源
左
衛
門

頼
弘

十
郎

源
二
郎

源
左
衛
門

因
幡
守

頼
勝

　
　　　　

　　
一
見
す
る
だ
け
で
も
、
頼
兼
以
前
に
つ
い
て
を
『
尊
卑
分
脈
』
に
拠
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
る
。
そ
し
て
、『
尊
卑
分
脈
』
に
記
載
の
な
い
そ
れ
以
後
に
つ
い
て
は
、
頼
任
―
頼
連

―
頼
澄
―
○

○

―
頼
時
―
之
頼
―
元
頼
と
続
け
て
お
り
、
『
能
勢
氏
系
図
』
と
近
似
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
元
頼
の
次
に
頼
次
の
名
を
載
せ
、
そ
の
右
肩
に
「
中
興
」
と
注
記
し
て

（

）

い
る
。

ま
た
、
之
頼
の
弟
に
頼
弘
を
充
て
、
そ
の
子
に
頼
勝
を
置
い
て
あ
る
。

頼
任
か
ら
元
頼
に
至
る
七
代
は
、『
能
勢
氏
系
図
』
と
同
様
、『
能
勢
家
文
書
』
か
ら
復
元
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
頼
澄
と
頼
之
と
の
間
に
実
名
不
詳
の
一
名
を
配
置
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、

『
能
勢
氏
系
図
』
よ
り
も
忠
実
な
復
元
だ
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
『
尊
卑
分
脈
』
の
頼
兼
に
至

る
記
載
に
、
こ
の
七
代
を
直
接
に
つ
な
げ
て
し
ま
っ
た
の
は
、
年
代
に
関
す
る
配
慮
を
欠
い



た
も
の
だ
と　　
い
え
よ
う
。

ま
た
、
頼
連
の
注
記
に
「
太
郎
、
判
官
代
、
嘉
暦
二
年
正
ー
卅
、
得
父
譲
、
康
永
四
年
四
ー

七
、
足
利
直
義
賜
書
、
観
応
三
年
三
ー
八
、
義
詮
公
賜
下
文
、
田
尻
・
勝
浦
等（

衍
）

　
等
地
」
と
あ

り
、
六
の
充
所
能
勢
判
官
代
を
頼
連
に
充
て
て
い
る
点
も
、『
能
勢
氏
系
図
』
に
示
さ
れ
て
い

る
よ
り
も
考
証
の
精
度
に
お
い
て
劣
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
江
戸
時
代
初
期
に
活
躍
し
た
頼
次
を
、
文
明
三
年
（
一
四
七
一
）
に
之
頼
か
ら
家

督
を
継
承
し
た
元
頼
の
直
下
に
充
て
て
い
る
が
、
頼
次
に
中
興
と
記
す
こ
と
で
、
そ
の
間
の

中
断
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
③
の
作
成
者
が
、
頼
次
以
前
の
数
代
に
つ
い
て
、
ほ

と
ん
ど
材
料
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
解
さ
れ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
頼
永

の
子
孫
は
、『
能
勢
家
文
書
』
に
つ
い
て
情
報
を
得
る
こ
と
は
で
き
た
が
、
頼
永
の
兄
頼
重
が

作
成
し
た
系
図
を
伝
え
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

結
局
、
③
も
『
能
勢
氏
系
図
』
と
同
じ
く
、『
尊
卑
分
脈
』
お
よ
び
『
能
勢
家
文
書
』
を
主

た
る
材
料
と
し
て
作
成
さ
れ
た
系
図
で
あ
っ
た
。
両
者
は
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
作
業
を
別
人
が

行
っ
た
成
果
だ
と
い
え
る
。
以
上
の
検
討
か
ら
、
室
町
時
代
の
能
勢
氏
の
系
譜
を
伝
え
る
史

料
は
、
江
戸
時
代
に
作
成
さ
れ
た
も
の
ば
か
り
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
依
拠
す
る
に
足
る
も
の

で
は
な
い
こ
と
が
明
瞭
に
な
っ
た
。

　

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、『
能
勢
氏
系
図
』
お
よ
び
そ
の
他
の
能
勢
氏
の
系
図
の
成
立
に
関
す
る
検
討
を

お
こ
な
い
、
室
町
時
代
の
同
氏
の
系
譜
に
つ
い
て
信
頼
を
お
く
こ
と
が
で
き
な
い
所
以
を
明

ら
か
に
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
系
図
以
外
の
史
料
を
丹
念
に
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、
室
町
時
代

の
能
勢
氏
の
系
譜
を
復
元
す
る
と
と
も
に
、
同
氏
の
活
動
を
解
明
し
て
い
く
こ
と
が
つ
ぎ
な

る
課
題
と
し
て
浮
上
し
て
き
た
と
い
え
る
。

た
と
え
ば
、
『
能
勢
氏
系
図
』
が
頼
勝
と
し
て
載
せ
て
い
る
人
物
が
、
実
は
頼
則
（
の
ち
頼

豊
、
法
名
宗
心
）
と
い
う
人
物
に
相
当
し
、　　
頼
明
と
し
て
載
せ
る
人
物
も
、
国
頼
と
い
う
人
物

に
相
当
す
る
こ
と
は
、
鶴
崎
裕
雄
氏
の

（

）

研
究
を
参
看
す
れ
ば
明
白
だ
と
い
え
る
。
鶴
崎
氏
の

研
究
を
土
台
に
し
て
、
細
川
京
兆
家
被
官
と
し
て
の
能
勢
氏
の
活
動
を
解
明
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

ま
た
、
鎌
倉
時
代
に
つ
い
て
も
問
題
が
あ
る
。
既
に
少
し
く
触
れ
た
と
こ
ろ
だ
が
、『
尊
卑

分
脈
』
の
記
載
と
『
能
勢
家
文
書
』
に
見
え
る
能
勢
氏
の
動
向
を
整
合
的
に
理
解
す
る
こ
と
は

容
易
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、『
尊
卑
分
脈
』
に
は
頼
任
の
名
が
見
え
ず
、
頼
連
の
名
は
頼
仲

―
長
頼
と
別
系
統
の
家
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、『
尊
卑
分
脈
』
の
記
載
自
体
に
も
検
討
す
べ
き
課
題
が
あ
る
。
頼
仲
の
名
は
、
保

頼
―
頼
定
（
頼
綱
）
の
下
の
ほ
か
に
、
重
綱
―
頼
基
の
下
に
も
見
え
て
お
り
、
い
ず
れ
に
も
判

官
代
と
い
う
注
記
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
以
下
に
掲
げ
る
②
『
続
群
書
類

従
』
百
十
所
収
「
清
和
源
氏
系
図
」
の
記
載
も
参
看
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

【
清
和
源
氏
系
図

能
勢
氏
】

兵
衛
大
夫
蔵
人

国
基

斎
院
次
官

国
能

判
官
代
大
夫

重
綱

皇
后
宮
権
大
夫

頼
定

能
登
守
太
郎
判
官

広
経

皇
后
宮
権
大
夫

頼
仲

皇
后
宮
権
大
夫

長
頼

　
　

「
清
和
源
氏
系
図
」
に
お
け
る
頼
仲
の
位
置
付
け
は
、『
尊
卑
分
脈
』
に
見
え
る
二
人
の
頼

仲
を
統
合
し
た
も
の
と
評
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。『
尊
卑
分
脈
』
で
は
、
重
綱
の
上
に

「
田
尻
」
、
保
頼
の
上
に
「
能
世
」
と
い
う
名
字
を
注
記
し
て
後
者
の
み
が
能
勢
氏
を
称
し
た
よ

う
に
見
え
る
が
、
田
尻
と
い
う
名
字
の
由
来
で
あ
る
能
勢
郡
田
尻
荘
の
地
頭
職
を
領
掌
し
て

い
た
の
が
能
勢
氏
で
あ
る
こ
と
は
、
『
能
勢
家
文
書
』
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

『
康
正
二
年
造
内
裏
反
銭
忸
国
役
引
付
』
（『
群
書
類
従
』
雑
部
所
収
）
に
見
え
る
能
勢
掃
部
頭

（
お
そ
ら
く
は
奉
公
方
五
番
衆
）
は
、
摂
津
国
田
尻
荘
の
反
銭
と
し
て
五
貫
文
を
納
入
し
て
お
り
、

室
町
時
代
中
期
に
至
る
ま
で
同
荘
が
能
勢
氏
の
実
効
支
配
下
に
あ
っ
た
こ
と
も
確
認
で
き
る
。

そ
し
て
、『
尊
卑
分
脈
』
に
重
綱
直
系
の
子
孫
と
し
て
見
え
る
判
官
代
頼
連
が
五
足
利
直
義
袖



判
下
文
の
充
所
の
能
勢
判
官
代
頼
連
だ
と
す
れ
ば
、
重
綱
の
子
孫
も
同
族
と
し
て
能
勢
氏
を

称
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
能
勢
氏
の
相
承
の
実
態
は
、
か
な

り
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
い
た
可
能
性
が
で
て
く
る
。

最
後
に
課
題
ば
か
り
を
書
き
連
ね
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
鎌
倉
時
代
後
期
か
ら
戦
国
時
代

に
お
け
る
能
勢
氏
の
活
動
は
、『
能
勢
家
文
書
』
だ
け
で
は
な
く
、
少
な
か
ら
ぬ
史
料
上
の
所

見
が
あ
る
の
で
、
今
後
の
研
究
の
余
地
は
大
き
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
書
の
刊
行
を
契
機

に
、
能
勢
氏
に
関
す
る
研
究
が
進
展
す
る
こ
と
を
願
っ
て
結
び
と
し
た
い
。

（
末
柄　

豊
）

　
〔
註
〕

（

）
『
文
安
年
中
御
番
帳
』（『
群
書
類
従
』
雑
部
所
収
）・『
永
享
以
来
御
番
帳
』（
同
前
）
に
「
能
勢

下
野
守
」
が
、『
長
享
元
年
九
月
十
二
日
常
徳
院
殿
様
江
州
御
動
座
当
時
在
陣
衆
着
到
』（
同
前
）
に

「
能
勢
判
官
代
」
が
、『
東
山
殿
時
代
大
名
外
様
附
』（
今
谷
明
「『
東
山
殿
時
代
大
名
外
様
附
』
に
つ

い
て
」〔
同
『
室
町
幕
府
解
体
過
程
の
研
究
』〈
岩
波
書
店
、
一
九
八
五
年
〉
第
二
部
第
三
章
、
初
出

は
一
九
八
〇
年
〕
所
収
）
に
「
能
勢
下
野
守
」
が
、
さ
ら
に
、
大
永
年
間
か
ら
天
文
元
年
の
も
の
と

推
定
さ
れ
る
国
立
公
文
書
館
所
蔵
『
武
家
故
実
雑
纂
』
六
所
収
「
貞
助
記
詰
衆
五
番
組
」
に
見
え
る
五

ケ
番
衆
交
名
（
今
谷
前
掲
「
『
東
山
殿
時
代
大
名
外
様
附
』
に
つ
い
て
」
所
収
。
設
楽
薫
「
足
利
義
晴

期
に
活
躍
し
た
内
談
衆
の
人
的
構
成
に
関
す
る
考
察
―
そ
の
出
身
・
経
歴
に
つ
い
て
の
検
討
を
中
心

に
―
」
〔
『
遙
か
な
る
中
世
』
一
九
号
、
二
〇
〇
一
年
〕
註
三
七
も
参
照
）
に
「
能
勢
弥
太
郎
」
が
、

い
ず
れ
も
五
番
衆
と
し
て
見
え
て
い
る
。
な
お
、『
東
山
殿
時
代
大
名
外
様
附
』
に
「
能
勢
河
内
守
」

が
、
永
禄
二
年
か
ら
四
年
の
間
の
も
と
の
推
定
さ
れ
る
「
貞
助
記
詰
衆
五
番
組
」
に
見
え
る
詰
衆
交
名

（
今
谷
前
掲
「
『
東
山
殿
時
代
大
名
外
様
附
』
に
つ
い
て
」
所
収
）
に
「
能
勢
左
馬
助
」
が
、
そ
れ
ぞ

れ
三
番
衆
に
見
え
て
い
る
が
、
こ
れ
と
『
能
勢
家
文
書
』
に
見
え
る
奉
公
衆
能
勢
氏
と
の
関
係
は
不

明
で
あ
る
。

（

）
之
頼
・
元
頼
は
能
勢
氏
の
系
字
と
い
う
べ
き
頼
の
字
を
二
文
字
目
に
配
し
て
お
り
、
一
文
字
目

は
有
力
者
か
ら
偏
諱
を
拝
領
し
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
之
頼
の
之
の
字
は
、
細
川

持
之
か
ら
、
元
頼
の
元
の
字
は
細
川
勝
元
か
ら
拝
領
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、
元

頼
は
、
明
応
六
年
か
ら
永
正
四
年
に
か
け
て
、
断
続
的
に
細
川
京
兆
家
主
催
の
千
句
連
歌
に
連
衆
と

し
て
参
加
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
（
鶴
崎
裕
雄
「
「
二
月
廿
五
日
一
日
千
句
」（
細
川
千
句
三
つ

物
）
と
細
川
政
元
」〔
同
『
戦
国
の
権
力
と
寄
合
の
文
芸
』〈
和
泉
書
院
、
一
九
八
八
年
〉
第
三
章
第

二
節
、
初
出
は
一
九
八
二
年
〕
）
。
こ
の
よ
う
に
、
奉
公
衆
能
勢
氏
が
細
川
京
兆
家
と
近
し
い
関
係
に

あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
く
、
そ
の
庶
流
が
京
兆
家
被
官
に
な
る
こ
と
は
、
な
ん
ら
不
思
議
が
な
い
。

な
お
、
丹
波
波
々
伯
部
氏
に
つ
い
て
も
、
細
川
京
兆
家
分
国
に
本
拠
地
を
有
す
る
奉
公
衆
の
一
族
で
、

同
家
被
官
と
し
て
顕
著
な
活
動
を
見
せ
る
事
例
と
し
て
参
看
す
べ
き
だ
ろ
う
。

（

）
神
崎
彰
利
監
修
、
下
山
治
久
編
『
記
録
御
用
所
本
古
文
書
―
近
世
旗
本
家
伝
文
書
集
―
』
上
・
下

（
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
〇
・
二
〇
〇
一
年
）
に
よ
る
。
能
勢
氏
の
文
書
が
収
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、

上
巻
、
四
三
九
～
四
四
六
頁
で
あ
る
。

（

）
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
謄
写
本
に
よ
る
。

（

）
『
浅
羽
本
系
図
』
お
よ
び
江
戸
時
代
の
系
図
家
に
つ
い
て
は
、
青
山
幹
哉
「
中
近
世
転
換
期
の

系
図
家
た
ち
」（『
名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集
』
史
学
四
四
号
、
一
九
九
八
年
）
を
参
照
。

（

）
当
該
文
書
の
充
所
能
勢
十
郎
は
、
系
図
に
い
う
頼
勝
（
正
し
く
は
頼
則
）
と
は
別
人
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
能
勢
十
郎
と
い
う
名
は
、『
壬
生
于
恒
記
』
永
正
十
七
年
十
一
月
六
日
条
（『
大
日
本
史
料
』

第
九
編
之
十
一
、
三
〇
九
頁
）
に
も
細
川
高
国
の
被
官
と
し
て
見
え
て
お
り
、
頼
弘
・
頼
則
（
頼

豊
）
・
国
頼
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
た
家
と
は
別
系
統
の
家
の
者
と
み
ら
れ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
能
勢

頼
重
が
所
持
し
て
い
た
当
該
文
書
は
、
正
文
で
は
な
く
案
文
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
案
文
な

ら
ば
、
成
巻
に
加
え
な
か
っ
た
こ
と
も
当
然
で
、
正
文
に
限
れ
ば
、
頼
重
の
手
許
に
あ
っ
た
『
能
勢

家
文
書
』
は
現
存
す
る
も
の
と
同
一
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
別
系
統
の
能
勢
氏
の
受

給
文
書
の
原
本
が
現
存
す
る
例
と
し
て
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
『
戦
国
武
将
文
書
』
所
収

十
一
月
一
日
細
川
晴
国
書
状
（
切
紙
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。
充
所
の
能
勢
左
馬
助
は
、
前
註

に
見
え

る
永
禄
年
間
の
幕
府
詰
衆
と
同
一
人
物
の
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
釈
文
を
掲
げ
て
お
く
。

鵜
一
居
給
候
、
喜
』
悦
候
、
秘
蔵
此
事
候
、』
猶
中
沢
新
四
郎
・
赤
木
』
兵
部
丞
可
申
候
、
恐
々
』

謹
言
、

十
一
月
一
日

晴
国
（
花
押
）

能
勢
左
馬
助
殿

（

）
能
勢
頼
次
に
つ
い
て
は
、
植
田
観
樹
「
能
勢
法
華
の
成
立
に
つ
い
て
の
一
考
察
―
寂
照
院
日
乾

と
能
勢
頼
次
を
中
心
と
し
て
―
」
（『
日
蓮
教
学
研
究
所
紀
要
』
五
号
、
一
九
七
八
年
）
を
参
照
。

（

）
鶴
崎
裕
雄
「
「
東
山
千
句
」
と
摂
津
能
勢
氏
」（
同
『
戦
国
の
権
力
と
寄
合
の
文
芸
』〔
和
泉
書
院
、

一
九
八
八
年
〕
第
四
章
第
一
節
、
初
出
は
一
九
七
一
年
）
、
同
「
戦
国
期
の
公
家
と
地
方
豪
族
―
能

勢
源
五
郎
宛
て
三
条
西
実
隆
・
宗
碩
書
状
を
中
心
に
―
」
（
有
坂
隆
道
先
生
古
稀
記
念
会
編
『
日
本

文
化
史
論
集
』〔
同
朋
舎
出
版
、
一
九
九
一
年
〕
所
収
）
。


